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1　 は じめ に

　チ ベ ッ ト語訳 『二 万五千頌般若経』 に は，カ ン ギ ュ ル 所収 の もの （PVSPK ）とテ ン ギ ュ ル 所

収の もの （PVSPT ）とが現存 して い る 。 後者は 『現観荘厳論』（AA ）に基づ く科文の 挿入が な

され た後のテ キ ス トで ある 。 こ れは現存する ネパ ール 系梵本 （PVSPS ）と近似す る
ω
。一

方，

チ ベ ッ ト語訳 『八千頌般若経』に はカ ンギ ュ ル所収の もの の み が現存して い る が，こ れ に もま

た 2 種 の系統が確認 され る
 

。 それ は ，
AA か らの 影響 を受けて 経文に改変が なされ る前の テ

キス ト （ASPA ）と，改変が な され た後の テ キス ト （ASPB ）と で ある 。 こ の うち，後者が 現存

するネパ ール系梵本 （ASPS ） と近似する 。 従 っ て ，　 AA か らの 影響 の 有無とい う点で
，
　 PVSP

系統 と ASP 系統とは次の ように分類 される 。 なお，こ の よ うな分類を明確に な し得 る こ とは，

チ ベ ッ ト語訳般若経が まとま っ たかた ちで 現存して い る こ とに よ っ て 知 りえる 事実で ある こ と

は い うまで もない 。

　 　　 　　 　　　 　 【表 1】AA か らの 影響 を基準と した PVSP 系統 と ASP 系 統の 分 類

AA の 影響 現存テ キ ス ト

無 PVSPK
PVSP 系統

有 PVSPS π

無 ASPA
ASP 系統

有 ASPBIS

　さて，以上の ように PVSP 系 統 と ASP 系統それ ぞ れ に 2 種の 系統が現存 し て い る こ とは先

行研究に よ っ て 指摘 された もの と して ， こ こ で の 再説は 避ける 。 こ こ で は AA か ら の 影響の

有無 に基づ く般若経 の系統分類 に関する補足 として，その 傍証 となる もの を提示する こ とに し

た い 。 これ ら両系統 の般若経 に対 する注釈書の 引用経文を調査する こ と に よ っ て ，各般若経の

成立次第関係 を明 らかにす る ひ とつ の 手掛か りを得る こ とが で きる もの と考 えられ る 。 本稿 で

は，AA 第 四現観 における三智 の 173行相
〔3）

を用例 として と りあげ ， 同箇所に お い て 各注釈書

が 引用 して い る経文が上 記の 何れ の 系統の もの で あるか を検証す る 。

2　三 智の 173 行相の 典拠

AA は，本来 PVSP に対する注釈 とされ る とお り，173 行相の 内訳 は PVSP の 経文に 求め られ

る こ とに なる
〔4）

。 現存最古の AA に対する注釈書である ア
ー

リア ・ヴ ィ ム ク テ ィ セ ーナ （6−7c．）
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の AAV は，173行相の 内訳 をそれ が依拠 した経文とともに示 して い る
〔5）
。173行相の 定義を簡

潔に示すの は ハ リバ ドラ （8−9c．）の AASV で あ るが，そ こ で 定義され る 173 行相は現存 し て

い る PVSP と
一
致 しな い 箇所 （第 2 番目の 行相 の 定義）が あ り，それ は既に 兵藤氏 に よ っ て 指

摘され て い る （兵藤 2000
，
184）。本稿で は，AASV が PVSP 経文の 記述 とは異 なる定義をなし

た肯景 を探 る こ と もかねて ，173行相中の 特 に 上 記箇所の 記述 を例 と して と りあげる 。

3　PVSP の経文 と釈文

　173行相 に 関 して PVSP 経文 と AASV の 定義 と の 間に 相違が生 じて い た箇所に つ い て ，以下

に PVSPK と PVSPT を提示 し， その 後に注釈者に よ る釈文を確認する 。
　 PVSPS は PVSPT と ほ

ぼ
一

致 して い る・ため，PVSPS は注 にて示す。 以下 引用文中の ［］や下 線は引用者に よ る 。

3．1　 PVSP 経文の 記述

　は じめ に，PVSPK の 経文は以下 の とお りで ある。

　 　 gsol　pa！bcom 　ldan　Uas ’di　lta　ste！shes 　rab 　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　Ui　ni ［2］  nyam 　pa　nyid 　kyi　pha　rol　tu　phyin

　 　 pa
’
o〃 bcorn　ldan　Uas　kyis　bka’　stsal　pa／　chos 　tharns　cad 　mnyam 　pa　nyid 　kyi　phyir　ro〃 （PVSPK ．　D9 （Kha ）217a2−3；

　 　 P731〔Thi）3a7−8）
　　 〔ス ブー

テ ィ は〕言 っ た。「世 尊 よ，つ ま りこ の 般 若 波 羅蜜 多 は ［2］等 しい こ と とい う波 羅蜜多で あ る」 世 尊

　 　 は仰 っ た。「
一

切法 は等 しい か らで あ る」

こ の ように，PVSPK で は 173行相の ［2］に つ い て 「等波羅蜜多 （mnyam 　pa　nyid 　kyi　pha　rol　tu

phyin　pa）」と述 べ る 。 次の PVSPT で は，　 PVSPK よ りも若干経文が 詳し くな る。

rab
’byor　gyis　gsol　pa1　bcom　Tdan’das ’di】ta　ste！s』os 　rab 　kyi　pha　K ）1　tu　phyin　pa 　d三ni 【2亅mnyam 　pa　nyid 　kyi　pha

rol　tu　phyin　pa
’
o〃 bcom　ldan’das　kyis　bka’stsal　pa／chos 　thams　cad 塑 mnyam 　pa　nyid 　kyi　phyir　ro〃

（PVSPT ，　D3790 （Nga ）167a7−b1；P5188 （Nga ）194b8−195al）
c6’

ス ブー
テ ィ は言 っ た 。 「世尊 よ，つ まりこ の 般若波羅蜜多は まさに ［2】等 しい こ と とい う波羅蜜多で あ る」

世尊は仰っ た 。 「
一

切法は認識されない こ とに等 しい か らで ある」

こ の よ うに 後者の PVSPT で は
， 「般若波羅蜜多は ［2］等波羅蜜多で ある」 との ス ブ

ー
テ ィ の 発

言に対 して，世尊は 「一 唖 L一些等しい か ら」と答え，

PVSPK に対 し て 下線部が付加され て い る こ とが わか る 。 こ こ で の PVSPK と PVSPT と の 差は

恣意的 なもの と の 印象 を与える か もしれ ない が ， 古形 を記 す漢訳 を参照する とそれ らは全 て

PVSPK と
一

致 して い る
（7）

。

　なお，ス ブー
テ ィが 「こ の 般若波羅蜜多は x と い う波羅蜜多で ある 」と述べ ，それ に対 して

世尊が その 理 由と して 「y で ある か ら」と答える 問答形式は定型句化 して お り，173行相の 各項

目は こ の x に あた る箇所 を採取 した もの となる
｛8）

。

3．2　釈文の 記述

　AA に対する イ ン ド，チ ベ ッ トに お ける注釈文献に つ い て は先行研究に詳 しい
（9）
。こ こ で は

ハ リバ ドラ以前 の ア
ー

リア
・ヴ ィ ム ク テ ィ セ ーナ，〔バ ダ ン タ ・〕ヴ ィ ム ク テ ィ セ ー

ナ ，そ して

ハ リバ ドラ，そ の 後の ラ トナ
ーカ ラ シ ャ

ーン テ ィ （11c．）に よる もの を確認す る 。 以下 AA 本

一46一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

一 『現観荘厳論』注釈書に引用 され る 『般若経』
一

頌はボール ド体，経文引用 はイタ リ ッ ク体，本頌引用はボ
ー

ル ド ・イ タ リ ッ ク体で示す。

3．2．1AAV の解釈

　は じめ に
，

ア
ー

リ ア ・ヴ ィ ム ク テ ィ セ
ー

ナ は前掲 の PVSP の 経文を引用 しつ つ
， 次の よ うに

注釈 して い る 。

da　ni　mam 　pa　kun　mngon 　par　rdzogs 　pa　rtogs　pa　brjod　par　bya　ba　yin　pas／　gzhi　shes 　pa　yi　bye　brag　rnams 〃

rma 皿 pa　zhes 　bya　mtshan 　nyid 　de／1（IV・lab）zhes 　bya　ba　gsungs　so ！！dngos　po　la　dmigs　pa　ni 　g脚 shespa
’
01／

わy8加 g　ni　mi 　mthun 　p♂i　phyogs　gang　gi　gnyen　po
’i耀 8肱 η πyJ4　gang　yin　pa　ste！dper　na 　rtag 　par　dzi皿 pa　la　mi

rtag　pa　la　sogs 　pa　bzhin　no1 　／　gnyen　po
’i　phyogs　kyang　tharns　cad 　

’
mkhyen 　pa　nyid 　gsurn　gyis　bsdus　pa　yin　pas／

kun　mkhyen 　nyid 　ni 　rnam 　gsum 　phyirl／de　ni　rmam 　pa　gsum 　du，dOd／1（IV」1¢ d）ces 　gsungs　te1　rntrm 　pa　zhes

bya　ba’i　tshig　go〃 do　la　
’
phags　pa

’i　bden　pa　bzhi　rten　du　byas　te　thams 　cad 　shes　pa　nyid 　gsum 　gyi　skabs 　kyi　bden
pa　gang　la　rlam 　pa　ji　snyed 　yod　pa　de　ston 　pas　re　zhig 　thams 　cad 　shes　pa　nyid 　kyi　dbang　du　mdzad 　nas ！皿 ed 　pa

’i
tnam 　pa　nas 　bzung　sto〃 mi 　g一脚 ba　yi　ma 皿 pa

，i　bar／　／　bden　pa　so 　so 　la　bzhi　da皿g〃 lam　la　do　ni　bco　hlgar

bshad11（IV」2）ces 　gsungs　pa　yhl　no ／！

de　la　sdug 　bsngal　gyi　bden　pa
’i　rnam 　pa　bzhi’idbang　du　mdzad 　nas 　gsungs　pa　ni1田 わoo 副 ぬ π 伽 5 毓 伽 ∫‘ε／shes

rab 　kyi　pha　roi　tu　phyin　pa 冨i　ni ［1］ma 　mchis 　pdi　phα　rol　tu　phyin　pdo 〃 rab
’tber　n‘mi 　mkha

’
〃med 　pa

’i　phyir　ra
zhes 　bya　ba　ste1　mi 　rtag　don　ni　don　med 　don〃zhes 　bya　ba’i　tshul　gyis　so〃 ［2】shes 　rab 　kyipha　rol　tu　phyin　pa

’di　ni
［2】mn ）um 　pa　nyid 　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa

’
o〃chos　thams　cad 　mi　dmigs　pa　mn ）um 　pa　nyid 　kyi　ph．vir　ro　zhes 　bya　ba

ni　sdug 　bsngal　ba’i　don　mi　skye 　ba’i　don　zhes 　bya　ba’i　tShUl　gyis　so ／／［3］shes 　rab 　kyipha　roi　tu　phyin　pa 猿 ni ［3］
dbenpdipha 　nフl　tu　phツin　pa

’
0 ／fmtha’las’das　pa　ston8 　pa　nyid 　kyi　phyir　ro　zhes 　bya　ba　ni　stong 　pa

’idon　ni　dngos

po　meCl 　pa
’i　don　to　zhes 　bya　bafi　tshul　gyis　so 〃 【4］brdzi　bar　bya　ba　ma 　yin　pa

’i　rnarn　pa　nyid 　kyis　chos 　mi 　dmigs

ρゆ 脚 zhesbyabanibdagmedp ゴi  pay囮 denimu　sにgs血amscadd 跚 gthunmongma 岬 i

phyir　ro！1
（AAV ，　Cl26b3 −127a3；Dl19a3 −b3；G168b5 −169b2；N127b6 −128a6；P139a7−140al）
今や，一

切相現等覚が説か れ るべ きで ある 。 よっ て 「事 〔とそれを知る〕智に は諸種があ り，〔それ らの〕
行相が 〔その〕相で ある （IV−1ab）亅とい われ るの で あ る。事物に対して所縁 とな る もの が 「事 〔を知る〕智亅

で あ る。「種 （bye　 brag）」と い うの は所対 治 の こ とで あ る。そ の 能対治の 「相亅 は どの よ うなもの か とい

うと，譬えば 〔誤 っ て 〕常住 と把握す る こ とに 対す る 無常等 の よ うな もの で あ る．能対 治 は また，三 つ の

一
切智性によっ て まとめられる 。 よっ て 「

一
切智性 は三 種 で あ るか らそれ は 三 と して 望 まれ る （IV−lcd）」

とい わ れ 〔そ れ らを〕「行相 （rnam 　pa）」とい う語 （tshig）で あ らわ す 。 そ こ で 四 聖諦が拠 り所 とさ れ て，
三 つ 〔各々 〕の

一
切智性の 時 の 諦 に は どれ ほ どの 行相が ある か とい うこ とを説 く。 そ れ に よ っ て まず，

一

切智性 に関 して 「無とい う行相か ら不動 とい う行相 ま で 〔苦と集と滅〕諦各 々 に 四 つ と道 〔諦〕に 十五 と

説か れ る 〔IV−2）」 とい われ る の で あ る 。

そ こ で ，苦諦 の 四つ の 行相 に 関 して い わ れ る。田 「世尊よ，つ ま りこ の 般若波羅蜜多 は無 と い う波羅蜜多

で ある 」「ス ブー
テ ィ よ，虚空 は存在 しな い か らで あ る 」 とい うの は，無常の 境界は 無 を境界 とす る と い う

道 理 に よる の で ある 。 ［2］「こ の 般若波羅蜜多 は，等 しい こ ととい う波羅蜜多で あ る 。

一
切 法は 認 識 され な

い こ とに等 しい か らで ある 」とい うの は ， 苦の境界は 不生 な る もの を境界 とす る と い う道理 に よ る の で あ

る 。 ［3］「こ の 般 若波 羅 蜜 多 は，離 れ た もの とい う波羅蜜多 で あ る 」「畢竟空 で ある からで あ る」 と い うの

は，空 の 境界は事物が存在 しない とい う道理 に よ る の で あ る 。 ［4］まさ に屈 しな い もの とい う行相 に よっ て

「〔
一

切〕法 は 認識 されない からで ある」とい うの は，無我の 行相で あ る。そ れ は一切の 外道と共通 で は な

い か らで ある 。

AAV はこ こ で，田 か ら ［4］の 各々 を十六 行相中の 苦諦に対する 無常 ， 苦、空，無我 と い う伝統

的理解に基づ い て説明して い る
（1°）

。それ に よ っ て ［2］に つ い て は 「一切法は認識 され な い こ と

で 等 しい 」 とい うPVSP の 経文に対し，「苦の 境界は不生なる もの を境界とする」と説明 して

い るこ とに なる 。 これ は，四聖諦の 各諦 に対 して 四がある とする十六行相とい う概念の 理解を

前提 と し，そ れ を総合判断に よ っ て こ の 箇所に適用 した と い うこ とになる 。 なお，こ こ で の 引

用経文 は，「認識され な い 」とい う語 を含 む点 で ，pvspsrc か ら引用され た もの と考え られ る 。
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3．2．2　AAKV の解 釈

次 に ， ヴィ ム クテ ィ セ ー
ナ は以下 の よ うに注釈 して い る 。

thams 　cad　shes　pa　nyid　bstan　nas 　Cla　ni　rnam 　pa　kun　mngon 　par　rdzogs 　par　rtogs 　pa
’i　phyir　rlam 　pa　kun　mngon

par　byang　chub 　pa　ni　yang　kun　mkhyen 　gsum 　po
’i　rnam 　pa　bstan　pa　yin　no 〃 de　la　re　zhig ／dmigs 　pa

，i　khyad

par　bzung　ba　la〃 rnam 　pa　zhes 　ni　bya　bar　brjod〃 dmigs　Pa　ni　dmigs　pa　rnarns 　so 〃 rnam 　Pa 　ni　mi 　mthun 　pa
’i

phyogs　gang　gis　gang　zhig 　gnyen　po
’
i　phyogs　ni　chos 　yin　te／dper　na 　rtag 　par　dzin　pゴi　mi 血 g　pa　la　sogs 　pa　lta

bu’o〃 gnyen　po
’i　phyogs　kyang　kun　mkhyen 　gsum　gyis　bsdus　par　bstan　pa

’iphyir／kun 　mkhyen 　nyid 　ni　rnam

gsum 　phyirf　1　de　ni 　rnam 　pa　gsum 　du　
’dod 〃 （IV−lcd ）ces 　bstan　pa　y血 no〃 rnam 　pa 　zhes 　bya　ba’i　don　to〃 de　la

’

phags　pa
’i　bden　pa　bzhi’i　rten　can 　du　byas　pa　kzan　mkhyen 　gsum　gyi　dbang　du　byas　nas 　bden　pa　gang　la　rnam 　paji

snyed 　yod　pa　de　bstan　pa
’
i
’
　phyir！皿 ed 　pa

’i　rna 皿 pa　nas 　bzung 　ste 〃 mi 　g−yo　ba　yi　ma 皿 pa
’i　bar〃 bden 　pa　so

so 　la　bzhi　dang／11am　de　la　ni 　bco　lngar　bshad11（IV −2）ces　bstan　pa　yilno！1
de　la　sdug 　bsngal　gyi　bden　pa　rnam 　pa　bzhi’i　dbang　du　mdzad 　nas 　re　zhig ［1】bconz　ldan’das’di　lta　stel 　shes 　rab

め
，
ψ肋 厂o凝 ‘ρ厘 1ψ α

’di　ma 　mchis 　pdi　pha　rol　tu　ph．vin　pa
’
o〃 rab

’b｝’or　nant　mkhd 　medp α　nye 　bar　bzung　bdi
phyir　re 　zhes 　gsungs　pa　yin　no 〃 nyan 　thos　la　sogs　pa

’i　rnam 　pa　ni　thams　cad 　shes 　pa
’i　mi 　rtag 　pa

’i　rnam 　pa
’i　shes

rab 　kyi　pha　rol 　tu　phyin　pa 　nam 　mkha
’
med 　pa

’i　dpes　med 　pa
’i　don　ni　rnam 　pa　yin　no 〃 de　bzhin　du　tshig　so　so　la

yang　bya　bar　don　bshad　pa　dangi　
：brel　to〃 ［2］mnyam 　pa　nyid 　ces 　bya　ba’i　rnam 　pa　ni　de　la　’di’i　don　bshad　pa　dang！

mtshams 　sbyar 　ba　ni　ji　skad 　du　mdo 　las／　bcom　ldan’das’di　ni　mn ｝unt 　pa 　nyid　kyi　pha 　rol　tu　ph）
，in　pa　1αgs　so ／1　rab

’
b）vr 　chos　lhams 　cad 　mi 　dnigs　pa　n）e 　bar　b（ung 　ba

’
i　phyir　ro　zhes 　bya　ba　yin　no 〃 bde　ba　dangf 　sdug 　bsnga1　mi

drnigs　pa　mnyam 　pa　nyid 　kyi　dbang　du　byas　pa
’i　phyir　ro 〃 ［3］dben　pafi　rnam 　pa　ni　ji　skad 　du！

’di　ni 　dben　pdi　pha
rol 　tu　ph）

’in　pa　lags　sof ／shin 　tu　stong 　pa ηy’4　npe 　bar　bzung　bdiph ．yir　ro　zhes 　gsungs　pa　yin　no ／1shin　tu　stong 　Pa
nyid 　ni　bdag　rang 　dbang　gi　rdzas 　kyis　stong 　pa

’i　phyir　ro〃 ［4］mi 　rdzi 　ba　zhes 　bya　ba’i　rnam 　pa　ni　ji　skad 　du！di　ni

rdzi 　ba　nza 　mchis 　pdi　pha　rol 　tu　phyin　pdo〃 chos 　thanzs1　cad 　dmigs　su 　med 　par　n ｝e 　bar　bzung　ba’i　ph．yir　rv〃 bdag

med 　pa
’i　mam 　pas　mi 　rdzi 　ba　ni 　mu 　stegs 　thams　cad 　dang　thun　mong 　ma 　yin　pa

’i　phyir　ro〃 de　1tar　de　dag　rim　pa
ji　lta　ba　bzhin　du　mi 　rtag　pa　dangf　sdug 　bsngal　ba　dang！　stong 　pa　dang！　bdag　med 　pa

’i　rnarn 　pa　rnarns 　sdug 　bsngal

gyi　bden　pa
’i　rnam 　pa　can 　yin　par　rig　par　bya

’
o〃

〔AAKV ，　C94b2 −95a6；D85bl −86a4 ；G123a4 − 124a3；N91bl −92a4；P99bl−100a4）
一

切智性 が 説か れ た か ら，今や，一切相現等覚 〔を説 く〕か ら．一切の 相 を現前に覚 る とい うの はふ た た び，
三 智の 行相を説 くの で あ る。 そ こ で まず，「所縁が区別 して把握されたもの を行相と説く　〔IV−，lab）」〔とい

わ れ る〕。「所縁」 とい うの は，諸 々 の 所縁 で ある。「行相亅 とい うの は 所対治で あ り，そ の 能対治は 法で あ

る。譬えば．〔誤 っ て 〕常住 と把握す る 〔の に 対する〕無常等の よ うなもの で ある。能対治は また．三 つ の

一
切智 に よ っ て ま とめ て 説 か れ る か ら 「

一
切智性 は三 種 で あ る か ら それ は 三 種 と して 望 まれ る （IV−10d）」

と説か れ る の で ある 。 〔そ れ が 〕「行相」 とい う意味 （don）で ある 。 そこ で，四 聖 諦が 拠 り所 とする 「三 智」

に 関 して諦 に は どれ ほ ど の 行 相 が あ る か，と説 か れ た か ら 「無 とい う行相 か ら不 動 と い う行 相 ま で 〔苦 と

集 と減〕各 々 の諦に四 つ あ り，道 〔諦〕に は十五 と説 か れ る （1V−2）」と説か れ るの で あ る。

そ こ で，苦諦 の 四つ の 行相 に 関して ，まず 田 〔経 に〕「世尊 よ，つ まりこ の 般若波羅蜜多 は無 とい う波羅

蜜多で あ る 」「ス ブーテ ィ よ，虚空 は 存在せ ず把握 され ない か ら で あ る 」 とい わ れ る の で あ る 。 声聞等の 行

相 は
一

切智 の 無常 な る行相 の 般若波羅蜜多で あ り，虚空 は存在 しな い とい う譬えに よ っ て，無を境界 とす

る とい う行 相 で あ る。同様 に，各々 の 語 （tshig）も意 味 の 説示 とつ な が る の で あ る 。 ［2】等 しい こ と とい う

行相 とい うの は，そこ で こ の 意味の 説示 と段落が つ な が る こ と を．経 に 「世 尊 よ，こ れ は等 しい こ と の 波

羅蜜多 で あ ります」「ス ブー
テ ィ よ，一切法 は認識 され な い と把握 され るか らで あ る」 とい うの で あ る。楽

と苦 が認識 さ れ な い とい うこ とで 等 しい こ とに関す るからで ある 。 ［3】離れた もの とい う行相 は 「こ れ は離

れ た もの とい う波羅蜜多で あ ります」「畢竟空性と把握され るか らで あ る」とい われる の で ある 。 畢竟空と

い うの は t 本性が 自在 な物 と して 空 で あ る か らで あ る。圄 屈 し ない もの とい う行 相は 「こ れ は屈 しな い と

い う波羅蜜多で あ る」「
一

切法 は認識 さ れ ない と把握 され る か らで あ る」。 無我 の 行相 に よっ て 屈 しな い も

の とい うの は，
一
切 の 外道と共通で は ない か らで あ る 。 この ように．それらは段階的に無常 と苦 と空と無

我 とい う行相 が苦諦 の 行相 に属す る と知 られ るべ きで あ る。

AAKV は上記引用の 末尾で ，先の AAV と同様に伝統的な十六行相の 理解 を示 して い るがそれ ら

一
々 に関 して は こ こ で は詳説 しない 。 また ［2］におい て AAV と異なる 点 は，「等 しい こ と」 に

つ い て苦の反対概念で ある楽を用 い て 「楽と苦が 認識 されない とい うこ と で 等 し い 」 とい う説

明を加えて い る とい うこ とで ある 。 なお ， 引用経文に 「認識 されない 」と い う語 を含む点で，

これ は AAV と同 じ くPVSPS／T か らの引用であ る と考えられる 。
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3．2．3AASV の解釈

　さて ，
ハ リバ ドラは事智に関する苦 ・集 ・滅の 三 諦に対する行相に つ い て

， それ らの 名前を

列挙 し， それ らの 定義 を明確に示す 。

thams 　cad 　mkhyen 　pa　nyid 　gsum 　yongs　su　shes　pa　ni／　dbang　du　bya　ba
’i　phyir　yang　rnam 　pa　thams　cad 　dang　larn

dang　gzhi　shes 　pa　bsdu　ba’i　sgo 　nas ／　thams 　cad 　mkhyen 　pa　nyid 　gsum 　sgom 　par　byed　pas1　rnam 　pa　kun　rnngon 　par

rdzogs 　par　rtogs　pa！　gzhi　shes 　pa　yi　bye　brag　rnams ノノrnam 　pa　zhes 　bya　mtshan 　nyid 　de〃 kun 　mkhyen 　nyid

ni　rnam 　gsum　phyir／　1　de　ni　rnam 　pa　gsu皿 du 　
’dOd〃 （IV−1）ces 　bya　ba　gsungs　teX　rtag 　pa　la　sogs 　par　Uz血 pa

mi 　mthun 　pa
’i　phyogs　kyi　gnyen　po

’i　chos 　nyid　kyi　ngo 　bo　nyid 　mi　rtag　pa　la　sogs　pa　la　dmigs　pa
’i　ye　shes 　kyi　bye

brag　mams 　rnam 　pa　nyid 　du　rnam 　par　gzhag　pa　ni　mtShan 　nyid 　def　de　dag　kyang　tharns　cad 　mkhyen 　pa　nyid 　gsum

gyi　bye　brag　gis　rnam 　pa　gsum 　kho　nar 　bzhed　do〃 〔本文引用者省略〕

de 亘a　thams　cad 　shes　pa　nyid 　kyi　dbang　du　byas　nas1 ［1】medpa 　dang112］mi ∫解 ba　dang〆［3亅dben　pa　dang1［4】mi

bntzi　txa　dang／［5］gnas　medpa 　dang1　｛6］nam 　mkha
’
　dangl［7］bijod　du　medpa 　dangt［9］ming 　med 　pa　dang　［9］　

’
gro

ba　med 　pa　dang［10］川 ゆ んη83　pα dang ［11】mi 　zadpa 　dang ［12］skye 　ba　medpa
’i　rnam 　pa　ste 　bcu　gnyis　ni　go　rim

bzhin　du　sdug 　bsngal　la　sogs 　pa
’i　bden　pa　gsum 　gyi1　mi 　rtag 　pa　la　sogs 　pa

’i　mtshan 　nyid　dag　yin　no 〃

（AASV ，　ClOga3−bl；DIO4bl−6；Gl44a4−b4；Nl15b3 −116al ；P122b4 −123a2）
cl［）

三 つ 〔各々 〕の
一

切智性 を よ く知 る こ と に 関して ，また全 て の 相 と道と事の 智 を ま と め る とい う方法 で．三

つ の一
切智性が修習せ られ る 。 そ れ に よ っ て

一
切相現等覚 を 「事智の 差別を行相 と定義する 。

一切 智性 は

三 種 で あ るか ら それ は三 種 と して望 ま れ る （IV−1）」 と説 く。〔誤 っ て 〕常住等 と把握す る 所対治分 に 対す

る 能対治分 の 法の 自性 で ある 。 無常等を所縁とす る智の種 （bye　drag，　prakara）が行相として 安立されたも

の が相 で ある 。 それ らもまた三つ の
一

切智性の 差別 に よっ て 三種 の み で ある と説くの で あ る。〔本文引用者

省略〕

その 〔三智 の 〕中で ，
一

切智性 に 関 して ［1】無 ［2］不生，［3］離 れ たもの，［4】屈 しない もの 〔釈文引用者

省略〕，〔で ありこ れ らの 〕十二 種 は順次 に苦 な どの 三 諦 につ い て 無常な る もの等を相 とす る 。

AASV で は，経文は引用せ ずに各行相の名称のみ を列挙す る 。 上記引用の 末尾 にある ように，

苦諦か ら滅諦 までの 三諦に つ い て，伝統的な十六行相理解を示 して い る こ とは谷 口氏 に よ っ て

指摘 され て い る （谷口 2002， 229−30）。 また ， 既 に兵藤氏 に よっ て指摘 されて い る ように （兵藤

2000， 184），苦諦の第二 行相を ［2］不生 （mi 　skye　ba，
　anutpada ）とする記述 は，経文中に見 出す

こ とが で きず，か つ こ の よ うに定義 した理由が こ こ で は述 べ られ ない 。

3，2．4　SM の解釈

　そ して ラ トナーカ ラシ ャ
ーン テ ィ は r ［2］に つ い て は次の ように注釈 して い る 。

da　ni　rnam 　pa　kun　mngon 　par　rdzogs 　par　rtogs　pa　zhes 　bya　ba　brjod　par　bya　ba　yin　pa　de　bas　na ／　gzhi　yi　ye　shes
bye　brag　ni ！ノrnam 　pa　zhes 　bya　mtshan 　nyid 　de／1（IVLlab）zhes　bya　ba　gsungs　teX　gzhi　ni　dmigs　pa　ste！bden

pa　bzhi　la　sogs 　pゴ01〆de
’iye　shes 　kyi　bye　bra8　ste！rnam 　pa　gang　dag　gi　de　yongs　su　shes 　par　bya　ba　de　dag　rnam

pa　zhes　bya’o〃 ntishtu：　nyt
’
d　ni　ming 　ngo 〃 kun 　mkhyen 　pa　dag　mam 　gso皿 p血yir／　／　de　yang　rnam 　pa　gs皿 du

dOd〃 （IV−1cd）ces　bya　ba　la／ku，i　mkdywot 　pa　dag　oes 　bya　ba　ni　rigs 　kyi　mang 　po
’i　tshig　y  te！th  s　cad 　mkhyen

pa　Ilyid　la　zhes 　bya　bゴi　don　to〃 de　la　thams 　cad 　shes 　pa　nyid 　kyi　dbang　du　mdzad 　nas／med 　pa
’i　rnam 　pa　nas

bzl皿 g　ste〃 mi 　g−yo　ba　yi　rnam 　pa
，i　bar〃 bde皿 pa　so 　801a 　bzhi　da皿g〃 la皿 la　de　ni　bco　lngar　bshad〃 （IV−

2）ces 　bya　ba　gsungs　ste1
’
di　ni　ma 　m 【fiis　pa

’
i　pha　rot　tu　phyin　pa　zhes　bya　ba　med 　pa

’
i　rnain 　pa　nas 　bzung　ba　daiig1　ai　ni　mi 　gうv 　bdipha　rol

t”　phyin　pa　zhes 　bya　ba　mi 　8−）り ba’i　rnam 　pa
’i　bar　nyi 　shu 　rtsa 　bdun　no ！1de　dag 且a　sdug 　bsnga且dang　kun

’byung
ba　dang’gog　pa　la　bzhi　bzhi　dang1　1am　gyi　bden　pa　la　lhag　ma 　bco　lnga’o〃 med 　pa

’
i
’
　rnam 　pa

’i　pha　rol　tu　phyin　pa
ni　med 　pa

’i　rnarn 　pa
’i．pha　rol　tu　phyin　pa

’
o 〃 de　bzhin　du ，

og　ma 　thams　cad 　la　yang 　ngo〃 de　la　sdug 　bsngal　gyi
bzhi且i［1】med 　pa （  g1［2】mnyam 　pa　nyid 　dangl［3】dben　pa　d跚 g／［4］血ub　pa　med 　pa

’

o〃 【1】med 　pa皿 gzugs　la
sogs 　pa　narri　mltha’　lta　bu’o〃 ［2】mnyam 　pa　nyid 　ni　gzugs　la　sogs 　pa　chos 　thams　cad 　dmigs　su 　mcd 　pas　mnyam 　pa
nyid　kyi　phyir　ro〃 ［3】dben　pa　ni　sh 血 tu　stong 　pa　nyid 　kyi　phyiHo 〃 ［4jthub　pa　med 　pa　ni　chos 　thams 　cad 　dmigs

su　med 　pa
’i　phyir　ro〃

（SM ，　C147a2−b1；D147a3 −b2；G217b2 −218a3；N158a6 −b5；P171a5−b4）
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今，一切 相現等覚 とい うもの が 説か れ る べ きで あ る 。 それ は 「事 〔とそれを知 る 〕智に は 諸種 が あり，〔そ

れらの 〕行相が 〔その〕相 で ある （IV−lab）」とい われ る 。 「事」は 〔智の〕所縁で あっ て，そ れ は 四聖諦

等で あ る。そ の 智 の 「種」を よ く知るべ き 「行相］とい う。「相」とい うの は 名で あ る e 「一切 智 は三 種 で

あ る か ら それ らも ま た三 種 と望 ま れ る （IV−1cd）」 とい わ れ る と こ ろ の 「諸々 の
一切 智亅 とい うの は，種類

の 多 い 語で あ っ て ，〔こ こ で は 〕
一

切智性 とい う意味で ある。そこ で
一

切智性 に 関して 「無とい う行相か ら

不動とい う行相まで 各諦に 四 つ と道諦に 十五 と説か れ る （IVL2）」とい わ れ る。
こ れ は 「無 と い う波 羅蜜多」 とい う 「無 とい う行相」か ら，「こ れ は不動 とい う波羅蜜 多」とい う 「不 動 と

い う行相」ま で の 二 十 七 で あ る。そ れ ら は 苦 と集 と滅 〔の 各 々 の 諦〕 に 四 つ と，道諦 に残 りの 十五 で あ る。

無 とい う波羅蜜多は ，無 とい う行相の 波羅蜜多で あ る 。 こ の よ うに後 の 全 て もまた 〔同様〕で あ る 。 そ の

中 で，苦 〔諦〕の 四 とは lll無 と t ［2］等 しい こ とと，［3］離れ た もの と，［4］屈 しない もの で ある 。 ［1］無 と

い うの は，色等が 虚 空 の 如 くで ある と い うこ と で ある 。 ［2】等 し い こ と と い うの は，色等 の
一

切法 は 認識 さ

れ な い の で，ま さ に等 しい か らで あ る。［3］離 れ た もの とい うの は，ま さに畢竟 空だ か らで あ る。［4］屈 し

な い もの とい うの は，一
切法 は認識 さ れ な い か らで ある 。

　SM は こ こ で ，以前 の AAV ，　 AAKV ，　 AASV に見 られた伝 統的 な十六行相 の 理解 は示 して

い ない
。 また ［1］か ら ［4］に つ い て は単 に経文の 記述 を再説 して い るだけで あ り， ［2］に つ い て

は，AAKV が
一

切法 を楽 と苦 と して 提示 して い た の に対 し，
こ こ で は色等の

一
切法 と述 べ て い

る 。 なお ，
こ こ で の 引用経文は 「認識 されない 」の 語を含 むこ とか ら，

AAV
，
　 AAKV と同様に

PVSPS ／T で ある 。

3．3　 ま とめ

　まず，上記の 注釈書 にお ける引用経文 と い う点 に おい て は，AAV ，　 AAKV ，　 SM は PVSPSrC

を引用 して い る 。 た だ し AASV は経文を引用する こ とが なくt また ［2亅に つ い て は，　 PVSPK ，

pvspsrc の い ずれ と もその 定義が
一
致 して い な い

。 なお．　 PVSPT は チ ベ ッ トの 伝承で は ハ リ

バ ドラ に帰せ られ る もの の ，それ に先行す る ア ーリア ・ヴィ ム ク テ ィ セ ーナの AA ＞ とヴィ ム

ク テ ィ セ ーナの AAKV が こ の経文 を引用 して い る こ とか ら，　 PVSPT の 成立 は両 ヴィ ム ク テ ィ

セ ー
ナ以前に遡 らなければ な らな い こ とにな る。PVSPT の ハ リバ ドラ作 （或 い は編集）につ い

て は既に疑義が 出され て い る
（12）

が，こ の 点に つ い て は同様に疑義を提 した い 。

4ASP の経文 と釈文

　こ こ で は，先の PVSP 経文と AASV の 定義との 間に相違が 生 じて い た箇所に つ い て ，　ASP 本

文として AS】？A と ASPB とを提示し，そ の 後に注釈者に よ る釈文を確認する 。
　ASPS は ASPB

とほ ぼ
一

致する こ とか ら注 にて示すこ ととする 。

4．1ASP 経文 の記述

は じめ に，ASPA の 経文は以下 の とお りで ある 。

bcom 　ldan　’das　chos 　thams　cad 　dmigs　su 　ma 　mchis 　pa
’i　slad 　du1　’di　ni 【2］mnyam 　pa　ma 　mchis 　pa

’i　pha　rol 　tu　phyil
pa
’
o〃（ASPA，　Fc150a2−3；K113bl −2；L144a8 −bl；T133a4−5．）

「世尊 よ，一
切法 は認識 され ない か ら，こ れ は ［2］無等とい う波羅蜜多で ある 」

こ の よ うに，ASPA の経文は非常に簡潔 である 。 次の ASPB には若干の 相違がみ られ る。
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bcom 　ldan　aas　chos 　thams　cad 　dmigs　su　ma 　mchis 　par　g｝旦yaupLa
’i　slad 　du’di　ni ［2］mi 　mnyam 　pa　dang　mnyarn 　pa

nyid　kyi　pha　rol　tu　phyin　pafo〃 （ASPB ，　C156a2 ；Dl14a7 ；Fa175b4−5；Fbl51al−2；N181a5−6；P123al；S158a7．）
「世尊 よ，一

切法 は認 識 され ない こ と に等 しい か ら，これ は ［2］無等等とい う波羅蜜多 で ある」
 

　こ の よ うに，ASP 系統は PVSP 系統等とは定型句が 異なる ものの ，
　 x と y とい う記述 は共に

見出され ，x にあた る ものが 173行相にて採用 され る タ
ーム と一致 して い るこ とになる。 また，

ASPA と ASPB との 間で記述に相違が 見られ る もの の 中に ［2】の 定義がある 。
つ ま り，

ASPA で

は ［2］「無等 （mnyam 　pa　ma 　mchis 　pa）」 とするが ，
　 ASPBIS で は ［2】「無等等 （mi 　mnyam 　pa （tang

mnyarn 　pa　nyid ，　asamasamata ）」とする 。
こ の箇所に対応 する PVSP 系統はみ な 「等 （mnyam 　pa

nyid ，
　samata ）」 として い た こ とは先述 した 。 こ の他 に下線に て示 した とお り，

ASPBIS には 「等

しい 」と い う語が付加され て い る
｛14）

。

4．2　釈文の記述

　上述 の とお り ［2】（苦諦の 第二 行相）の定義に関して は，ASPS と ASPB は
一致 して い る もの

の ，いずれ にしろハ リバ ドラが AASV にて定義 した 「不生」の語とは
一

致しな い
。

4．2．1AAA の解釈

　こ の 箇所 につ い て ，ハ リバ ドラは AAA にお い て 次の よ うに注釈 して い る。

yongs　su　shes 　par　gyur　pa
’i　thams 　cad 　mkhyen 　pa　nyid 　gsum 　po！　dbang　du　bya　ba’i　phyir　yang 　rnam 　pa　dang　lam

dang　gzhi　shes 　pa　thams　cad 　bsdn　ba’i　sgo 　nas 　thams　cad 　mkhyen 　pa　nyid 　gsum 　sgom 　par　byed　par　byed　pa　yin　pas／
  飢 npa 　kun   即 n　par　rdzogs 　par齢 gs　pa　b面（Xi　par　bya

’
o〃 de　la　re 油 ig宜 ag 　pa　la　sogs 　par　dzin　pa　ml 　m 血 un

pa
’i　phyogs　kyi　gnyen　po

’i　chos 　kyi　ngo 　bo　nyid 　mi 　rtag　pa　la　sogs 　pa　la　drnigs　pa
’i　shes 　pa

’i　bye　brag　rnams 　rnam

pa　nyid 　du　rnam 　par　gzhag　pa　ni　spyi
’i　mtShan 　nyid 　yin　par　shes　par　bya　ste／de　bas　na　

’di　la　gzhi　rned 　pa
’i　nyes 　pa

’byung　bar　mi 　
’
gyur　ro〃 rnam 　pa　de　dag　kyang　tharns　cad 　mkhyen 　pa　nyid 　gsum　gyi　bye　brag　gis　rnam 　pa　gsum

kho　nar　bzhed　do　zhes 　gzung　bar　bya
’
o 〃 de　di　skad 　du　yan創 g出 shes 　pa　yi　bye　bmg 　mams 〃 rnam 　pa　zhes 　bya

皿 tshan 　nyid 　de〃 kun　mkhyen 　nyid 　ni　rnam 　gsum 　phyir，〃 de　ni　rnam 　pa　gsu皿 du　
’dod〃 （IV・1）ces　gsロ皿gs

pa　yin　no ／！

de　la’phags　pε『ibden　pa　rten　dロ byas　te！thams　cad 　mkhyen 　pa　nyid 　gsum 　gyi　dbang　du　byas　nas 　bden　pa　gang　Ia

rnam 　pa　ji　snyed 　yod　par　
’
gyur　ba

’i　rnam 　pa　de　yongs　su 　ston 　pa　las1　re　zhig 　thams　cad 　shes 　pa　nyid 　kyi　dbang　du

byas　nas1　de　skOd 　ces　bkO‘　stsal　pa 　dang／伽 規 嫐 π 伽 嬬 5ゐ6 伽 9 ‘跏 η α 泌
’
伽 厂 8y’5 げご伽 4　cε∫ 830〜如 〃

zhes 　bya　ba　la　sogs 　pa　yin　no／〆［1］
’di　ni 〃ma 　mchis 　pa

’
i　pha　rol 　t”　phyin　pa

’
o 〃 zhes 　bya　ba　ni　narn 　mkha

’
　dang ’dra

bar　rtag　pa
’i　rang 　bzhin　du　ma 　mchis 　pa　ste／yod　pa　ma 　yin　pa

’i　slad　du　ste1　rgyur 　byas　nas　ma 　mchis 　pa　ni　mi 　rtag

pa
’i　rnam 　pa　zhes 　bya　ba’i　tha　tshig　go　／［2］mi 　mn 尹am 　pa　dOn8　mn ）um 　pa　n｝

，id　kyi　zhes 　bya　ba　nl　chos 　thams 　cad

mi 　dmigs　pa　dang　
’dra　bar　mnyam 　pa　nyid　yin　zhing 　ma 　skyes　pa　yin　pa

’i　slad　du　sdug 　bsngal　ba
’i　rnam 　pa　rnam

pa　gzhan　dang　mi 　
’dra　ba　nyid 　kyis　na　mi 　mnyurn 　zhing 　

’dra　ba　med 　la　de　ni　de　kho 皿a　nyid　du　mnyam 　nyid　de　ma
skyes 　pa

’
o〃 ［3］dben　pa

’i　zhes 　bya　ba　ni　shin 　tu　ste／　gtan　nyid 　nas 　bdag　stong 　pa
’i　slad 　du　stong 　pa　nyid 　kyi　rnam

pa
’i　yon　tan 血ob　par　byed　pa　nyid 　kyis　na 　dben　pa

’
　o／〆［4】mi 　brdli　ba

’
i　zhes 　bya　ba　ni　ohos 　thams　cad 　ni　bdag　nyid

du 皿 i　dmigs　pa
’i　slad 　du　rnu 　stegs 　pa　thams　cad 　dang　thun　mong 　rna 　yin　pa

’i　phyir　mu 　stegs　pa　marns 　kyis　’khrugs

par　mi 　byed　pa　nyid 　kyis　na 　bdag　med 　pa
’
i　rna 皿 pa　ni　mi　rdzi 　ba　yin　no 〃de　1taT　na ［1］medpa 　dang［2】mi 　skye　ba

dang ［3］dben　pa　dang ［4ユmi 　brdzi　ba’i　rnam 　pa　bzhi　ni　sdug 　bsnga1　gyi　bden　pa　la　grangs　ji　1ta　ba　bzhin　dll　mi 　rtag

pa　la　sogs 　pa
’i　mtshan 　nyid 　du ’

gyur　ro〃

（AAA ，　C181b5 −182a7；D176a2 −b3；G262al −bS；N203b2 −204a5iP215a7 −216a3）
（ls）

よ く知 られ る三 つ の
一切 智性 に関 して，さ ら に相 と道 と事の すべ て の 智をま とめ る とい う方法 で 三 つ の

一

切智性が修習せ られる。 それに よ っ て，一
切相現等覚が説か れ るべ きで あ る。 そ こで まず，〔誤っ て 〕常住

等と把握する所対治分に 対す る能対治の 法 の 自性は無常等 で ある 。 所縁となる智の 種が行相 として 安立さ

れ る もの が，総 相で あ る と知 られ るべ き で あ る。そ の 場合，こ こ に存在しな い 事物の 過 失は起 こ らな い で

あろ う。 それ らの 行相 もまた三 つ の
一
切智性 の 種 に よ っ て 三 種 の み と説 か れ る とい わ れ る 。 それ は また 「事
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　　 〔と それ を知 る〕智に は諸種 が あ り，〔それ らの〕行 相 が 〔その〕相で あ る。一切 智性 は 三 種で あ るか らそ

　　れ ら は 三 種 と し て 望 ま れ る （IV−1）亅とい わ れ る の で あ る。

　　そ こ で 、〔四〕聖諦 に 依拠 して 三 つ の
一

切智性 に 関 して t 諦 は あ らん 限りの 行相 を 良く説くこ とか ら，〔経

　　 に〕「具寿 ス ブーテ ィ は世 尊 に こ の よ うに言 っ た」等 とい うの で あ る 。 ［11 「こ れ は 無 とい う般若波羅蜜多

　　 で あ る 」 とい うの は，虚 空 の よう に 常 の 本 性 と して は 無 で あ り，有 で は ない か らで あ る。因 は 作 られ な い

　　 こ とが ，無常の 行相 とい う意味で あ る 。 ［2］「無等お よび 等 （無等等）」 と い うの で あ るが，〔まず，等 とい

　　 うの は〕
一

切 法が 認 識 され な い ように 等 し く不 生で あ るか ら 〔等〕で あり，〔また 無等 とい うの は 〕苦 の 行

　　相 は他 の 行相 と異 な る こ と に よっ て，無等，無比 で ある 〔こ と に よ っ てつ ま り無等で あ る 〕が ，真実 に は，

　　 それ は等 し く不生 なの で あ る 。 ［3］「離れ た もの 」 とい うの は，畢竟，究 極 的 に 本性 と して 空 性 で あ るか ら，

　　 空性 の 行相 の 功徳を得ようとす る ときに，離れる の で あ る 。 ［41 「屈 し ない もの 」 とい うの は，一
切法は 本

　　 性 と して無 所縁 で あ っ て
一

切 の 外道 と共 通で は な い か ら，まさ に外道 らが動揺 せ られ る と きに ，無我の 行

　　相 は屈 しない の で ある 。 その よ うに，［1］無，【2］不生、［31離れ た もの ，［4亅屈 しな い と い う四 つ の 行相 は，

　　 苦諦 に つ い て 数 〔で 示 した 〕 よ うに無常等 の 相 と なる 。

ハ リバ ドラ はこ の AAA におい て．先 の AASV と同様 に伝統的 な十六行相 の 理解 を示 して い

る 。 また，苦諦の 第二 行相 を 「不生」と定義 して い る 。 こ の点 にお い て，AASV と AAA は同

様の 説を示 して い る 。 ただ し，AASV で は 第二 行相 を 「不 生j とす る理 由が述 べ られて い な

か っ た の に対し，こ こで は それが 明らか に され て い る 。 つ ま り 「一切法は認識 され ない 」 とい

う点か ら，「真実に は」とい う限定の もとに 「不生」で ある とい うこ とを強調 して い る 。 こ の

ような主張は また，AAV が 第二 行相 に対す る釈文 にお い て 「苦の 境界は不生 な る もの を境界 と

す る」 とする理解 に沿 っ たもの とい える 。 以上の 点か ら，AASV にお い て苦諦の 第二 行相につ

い て，ハ リバ ドラが経文に は存在 しな い 「不生」 を定義付 けた背景 と して ，次の 二 点が考えら

れる 。 それはまず AA ＞ の 理解 を受けた もの であるこ と，また AAA の 釈文 を前提 とす る こ とに

よ っ て AASV にお ける簡略化 された説示の 内容を理解す る こ とが可能 となるこ と，で ある 。 な

お こ こ で の ［2］の定義は 「無等等」で あるか ら ASPB か らの 引用経文で ある 。

4．2．2　SU の解釈

　次に ラ トナ
ーカ ラ シ ャ

ーン テ ィ は，SU に お い て ［2］に つ い て 次の よ うに い う。

thams　cad　mkhyen 　pa　nyid 　rnarn　pa　gsum　gyi　mtshan 　nyid 　bstan　nasl 　sbyor 　ba　bstan　par　bya　ste！de　yang　rnam 　pa
kun　mngon 　par　rdzogs　par　rtogs　pa　y血 1a！　de　bstan　pa

’i　phyir　du　bstan　beos　lasf　rnam 　pa　sbyor 　ba　bcas　pa伽 g〃

yon 　tan 　skyon 　ni　mtshan 　nyid 　bcas〃 tllar　dang　nges 価yed　cha 　mthun 　dang〃 slob 　pa　phyir　mi 　ldog　pa
’i

tshogs〃 （1・12）5rid 　dang　zhi 　ba 皿 nyam 　nyid 　dang〆1　zhing 　dag　bla　na 　med 　pa　ni 〃 rnam 　k皿 mllgon 　rdzogs

rtogs 　pa　ste ’1，di　ni 　thabs 　mk 血as　bcas　pa　yin11 （1−13）zhes 　bya　ba　gsungs　pa　yin　te1  解 pa　dag　dang！sb ］vr わα

dag　dang！）nn 　tan 　da8　dang／　sk ）り n 　dag　dang／　mtshan 　nyid 　dag　dang！thar　pa
’i　cha 　dang　mthun 　pa 　dang／　nges 　p αr

，
砂 84P α

，
‘伽 4 σπ8 觚   μ冨 dan｛4　Pゐy々

・ni　ldeg　paTi　dge〜a ” n　dang！’肋 σ r みα 4硼 8 川 ）u 　ngan ’as 　aas　pa　mn ）切 算

pa　n ンid　dang〆sangs ア
’
g冫us 　k）壇zhing ｝engs 　su　dag　pa　dang〆thabs ’α mkhas 　pa　ste！dngos　po　bcu　gcig　ni　rnam 　pa

kun　nw ；gort　par　nizogs 　par 　rtogs 　pa
’
o〃 ji　1愉 r　bstan　pa　bshad　pa　ia／dang　Po

’imam 　pa　bshad　pa　ni　bstan　bcos　las！

gzhi　dang　ye　shes 　rnam 　pa　yi〃 mam 　pa　shes 　bya　mtshan 　nyid 　de〃 kun　mkhyen 　nyid 　ni　rna 皿 gsum 　phyir〃

d。 ni 　mam 　pa　gsum 　du　
’doeV　1（IV−1）ces 　bya　ba　gsungs胎ノgznt　ni　dmigs　pa　ste／

’
phags　pa

’i　bden　pa　bzhi　la　sogs

pa
’
0 ／ノde

’i　y8　shes 　de　nyfd 厂nam 　pa　ni　rnam 　pa　gang　gis　de　yongs　su　shes　par　bya
’
01！de　dag　gi　rnam 　pα zhes 　bya

b爵 觚 5肋 肋 y澀 ni　ming 　ngo 〃 mam 　pa　tllams　cad 　m   yen　pa　rnams 　zhes　bya　bゴi　tshig　yin　yan剖 rigs 　kyi　db細 g
du　byas　nas 　thams　cad 　mkhyen 　pa　nyid 　ces 　bya　ba’i　don　to〃 de　mam 　pa　gsum 　ji　ltar　y血 zhe 　na ／thams 　cad 　shes 　pa
nyid （  gl　lam　shes 　pa　nyid 曲 剖m   pa血  s　cad 　mkhyen 　pa　nyid 　do〃 de　la　dang　po　thams 　cad 　Xhes　pa　nyid

kyi　rnam 　pa　nyi 　shu 　rtsa　bdun　te／　
’
dir　bstan　bcos　las／　med 　pa

’i　rnam 　pa　nas 　bzung　ste 〃 mi 　g−yo　ba　yi　rna 皿 pa
’i

ba1〃 bden　pa　so　so　la　bzhi　d皿 g〃 lam 　la　de　ni 　bco　lngar　bshad〃 （IV−2）ces 　gsungs　teノ
’
di　ni　ma 　mchis 　pdi　pha　tt冫1　tu　ph）

’in　pa
’
o　zhes 　bya　ba ［1】med 　pa

’i　rnam 　p α　nas 　brtsarns　nasX 　mi 　g−yO　ba’i　pha 　rol 　tu

ph 冫
，in　pa　zhes 　bya　ba　ni ［271π証g−）v 　bdi　rnamp α

’i　ba」r　ro ！1de　dag　las　sdug 　bsngaL　dangl　kun ’byung　ba　dangだgog

pa　dag　la　bzhi　bzhi　dang！1am　gyi　bden　pa　la　ni　lhag　ma 　bco　lngゴo〃 ma 　mchis 　pa　yang　yi1　la　pha　ro1　tu　phyin　pa

yang　yil　pas　na 〆ma 　rnchis 　pa
’i　pha　rol　tu　phyin　pa

’
o〃 de　bzbin　du

’
og　ma 　dag 　la　yang　sbyar 　ro〃 de　la　sdug 　bsngal
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gyi　bzhi　ni ［1】med 　pa　dang！［2】mn ）um 　pa　ny ゴd　dang1［3ユdben　pa　dang！［4】廨 rdzi 　ba’o〆ノ［1】nmn 　mkha
’
ma 　nrahi

‘
s

Pa　zhcs 　bya　ba　ni　nam 　mkha
’
　ma 　mchis 　pa　bzhin　du　gzugs　la　sogs 　pa　med 　pa　ste／ji　ltar　nam 　mkhh

’
　gzugs　can 　gyi

rdzas　med 　pa
’i　mtshan 皿yid　yin　pa　de　bzhin　du1　gzugs　la　sogs 　pa　rang 　gi　mtshan 　nyid　med 　pa

’
o〃 ［2】chos 　thams

cad 　dmigs　su　ma 　mchis 　pa　dang　mnymn 　pa　ziies　bya　ba　bde　ba　dang1　sdug 　bsngal　gyi　chos　thams　cad 　dmigs　su　med

par　mnyam 　pa　nyid 　do〃 【3】3履 蹲 衄 跏 8μ 洫 es 啝 ba 血 g跏 g　zag 　gi　ngo 　bos　stong 　pa　nyid 　ces 　b獅 bゴidon　to〃

［4］gnod　par　byed　pa　ni　sdug 　bsngal　lo！！gnod　par　byar　rung 　ba　yin　par　brdzi　ba
’i　bdag　nyid 　do！fmi　brdzi　ba’ibdag

nyid　ni　bdag　med 　pa　ste1　de，i　rnam 　pa　yin　pa
’i　phyir　mi　brdzi　ba’i　pha　rol　tu　phyin　pa　ste1　chos　thams　cad　gnod　par

bya　ba　dang！　griod　par　byed　pa　rnams 　dmigs　su　med 　pa　nyid　kyis　mi 　dmigs　pa　nyid 　do〃

（SU，　C114bl −115a6；Dl12b6 −113b3；G162b2 − 163b4；N128a6 −129a5；P128b8−129b7）
c16）

三 つ の
一
切智性の行相の相を説い て か ら，〔次 に〕加行が説か れ る 。 そ れ は また

一
切 相現等覚で あ り，そ れ

を教える た め に，本頌 に．「行相，加行と，功徳 過失，相 ， 順解脱分と順決択分の 二 つ
， 有学 の不退衆 ，

有と寂静の 平等性，無上で清浄なる国土，方便善巧，こ 〔の 十一〕が一切 相現等覚で ある （1−12”13）」と説
か れ て い る。「諸々 の行相，諸 々 の加行，諸々の 功徳 諸々 の過失，諸々 の相，順解脱分，順決択分，不退

転衆，輪廻 と涅槃 の平等性，清浄なる仏国土，善巧方便」とい う十
一事が 「一切相現等覚」で ある。 そ の よ

うな教えが説かれたの で ，は じめ の 行相 の 説は，本頌 に，「事 〔とそれを知 る〕智に は諸種があり，〔それら

の 〕行相 が 〔その〕相 で あ る。一切 智性は 三 種で あ る か らそ れ は三 種 と望 ま れ る （IV−1）」と説 か れ る。「事

（gzhi）」とは，〔事智 が対象とす る〕所縁 で あ り 〔そ れ は〕，四 聖 諦等で あ る。ま さに そ の 「智の種」は，そ

の 諸 々 の 形態 に よ っ て 知 られ る 。 それら の 「行相」 と い う 「相」 は名 で ある 。

一
切智 とい う語 で ある もま

た 〔そ れ は〕種類 に従 っ て （jtitau，
　rigs　kyi　dbang　du）〔決定が〕な され るか ら，

一
切智性 とい う意味 で あ る。

何 が 三 つ の 行 相 か とい うと，
一

切 智性 と道 智性 と一
切相智性 と で あ る。そ の 中で，は じめ に

一
切智性 の 行

相 は 二 十七 で ある 。 こ れ を本頌 に，「無とい う行相 か ら不動とい う行相であり，それらは 〔各〕詩に対 して

四 つ あ り， 道 〔諦〕に は十五 ある と説か れ る1 とい わ れ る 。 〔事智の 苦諦の 二 十 七 とは，〕「こ れ は無 とい う

波羅蜜多 で ある」 とい う［1］「無とい う行相」か ら，「不動 とい う波羅蜜多」 とい う ［27］「不動とい う行相亅

まで で ある 。 そ れ らに ，苦 と集 と滅 〔の 三 つ の 諦〕に 各 々 四種 と，道諦 に お け る 余 りの 十五 で 〔あわ せ て

二 十七 で〕ある 。 無 〔とい う行相 に対 して〕，波羅蜜多で ある の で，無とい う波羅蜜多で あ る。〔以 下〕同様
に語尾 に また 〔波羅蜜多を〕付けるの で ある 。 そ の 〔二 十七 の 〕中で，苦 〔諦〕の 四 つ とい うの は，［H 無

と，［2］等 しい こ と と，［3］離 れ た もの と，［4】屈 しな い もの で あ る。［11 「虚空 が存在 しな い 」 とい うの は ，
虚空が存在しな い よ うに色等は存在しな い 。 虚空を体とす る無実体 の 相 の ように，色等 に は，自相 が存在

しない の で あ る 。 ［2］ 「
一
切法が認識 されない こ とに等 しい 」 とい うの は楽と苦 の

一
切法が 認識され ない こ

と に等 しい こ と に よる の で ある。13亅「畢竟空」 と い うの は，プ ドガ ラ の 自性が 空 性 と い う意 味 で あ る。團

損 なわ れ て よ い の で あ る か ら，〔そ れ が 〕屈す る で あ ろ う我 で あ る。損 な わせ しめ る もの と は，苦 で ある 。

〔そ れ は また〕損なわ れ て よい の で 屈す る で あ ろ う我 で あ る 。 屈 し ない で あろ うその 我 とは，無我 で ありT
その 行相 で あ る か ら，屈 しない 波羅蜜多で あ る 。

一
切法は 損なわ れ る もの と．損 な わせ しめ る もの が ま さ

に認 識 され な い こ とに よっ てそ れ は無所 縁 なの で あ る。

ラ トナ
ー

カ ラシ ャ
ー ン テ ィ は こ の SU にお い て，先の SM と同様に伝統的な十六行相理解 に は

触れ て い な い 。 この点で SM と SU は
一

貫した態度 を示 して い る 。 ただ し SU で は第二 行相 に

関して AAKV と同様に 「楽と苦の
一

切法」 と説明 して い るが ，　SM で は 「色等の
一

切法」 と説

明 して い た の で，「
一

切 法」と い う概 念の 外延が，SM と SU と で 異な っ て い る 。 また，　 SU は

第二 行相を 「等 （mnyam 　pa　nyid ，　samata ）」と定義付ける 。 これは ASPAIBIS と一致せず，むし

ろ PVSPK ／SrCと
一

致する 。 こ の 点で も SM と SU の 定義付 けは
一

貫 して い る 。 こ の ように SU

が定義付ける第二 行相 と現存する ASP とで は記述 が異なる。た だ し，注 （14）に示 した よ う

に ， 『道行般若経』 には 「等」とある こ とか ら，SU が依拠 した ASP は現存す る ASP とは異本

で あ っ た可能性 も考えられる 。 なお，「
一
切法は認識 され な い こ とに等 しい 」 とある こ とか ら，

ASPB か らの引用で ある。

4．2．3MK の解釈

また ， ア バ ヤ
ー

カ ラ グプタは MK にお い て ［2］に つ い て次の よ うに い う。
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de　la　rnam 　pa
’
i　bshad　pa　ni　bstan　bcos　lasf　gzhi　shes 　pa　yi　bye　brag　rnams 〃 rnam 　pa　zhes 　bya’i　mtshan 　nyid

de〃 kun 皿 khyen 　nyid 　ni 　rnam 　gsum 　phyir，〃 de　ni 　rna 皿 pa　gsum 　du　
’dod〃 （IV−1）ces　te1　gzhi　la　dmigs

pa
’i　bden　pa　bzhi　la　sogs　pa　la／　de’i　shes　pa　de’i　bye　brag　rnams 　te！　gang　gi　de　yongs　su　shes 　pa　de　rnams 　kyi　rnam

p α　zhes 　pa　ni　mtshan 　nyid　kyi　ming 　la1　de　la　thams 　cad 　shes 　pa
’i　rfiam 　pa　ni　nyi 　shu 　rtsa　bdum　te／Uir　bstan　bcos

lasf　med 　pa
，i　rnam 　pa　nas 　bzung 　ste 〃 mi 　g−yo　ba　yi　rnam 　pa

，i　bar〃 bden　pa　so 　so 　la　bzhi　dang〃 lam　la　de

ni 　bco　lngar　bshad〃 （IV−2）ces　tef　de　la　sdug 　bsngal　gyi　bden　pa　la　bzhi　ste〆［1］med 　pa　dang ［21mnyam 　pa　nyid

dang［3］dben　pa　nyid 　dang ［4］mi 　brdzi　ba　ni　de’i　rnarn 　pa
’i　phyir　de

’i　pha　rol　tu　phyin　pa　nyid 　do〃 ［1］nam 　mkha
’

ni 　medpa 　n．vid 　ta／　nam 　mkha
’
　bzhin　du　gzugs　la　sogs 　pa　yang　med 　pa　nyid 　do〃 【2】〔hos　thants 　cad 　dmigs　su 　med

pa　n）
’id　ni　bde　ba　dang！sdug 　bsngal　ba　dag　mnyam 　pa　nyid 　def　gzhung　kha　cig 　tu　ni　mi 　mnyam 　pa　dang　mnyam

pa　nyid 　ces　tef　mi 　mnyarn 　pa　ni　sdug 　bsngal　la1　de　y｛s　mnyam 　zhes 　pa
’i　don　to〃 ［3」shin 　tu　stong 　pa　nンid　ni　gang

zag 　dang　rang 　bzhin　gyis　stQng 　Pa　nyid 　do／！［4】gnod　pa　po　sdug 　bsngal　gyis　gnod　par　bya　ba
’i　phyir　na 　brjod　pa

ni　bdag　1aj　ntzi　ba　med 　pa　ni　bdag　med 　pa　ste／　de
’i　rnam 　pガk

’
　phyir　ni　mi 　rdzi　ba’i　pha　rol　tu　phyin　pa　nyid 　de／　chos

mams 　thams　cad　la　gnod　by段 dang　gnod　byed　mi 　dmjgs　pa　nyid 　kyis　dmigs　su 　med 　pゴiphyir　ro ／1
（MK ，　C128b4−129a3 ；D125bl−6；G181a3−b3；N145a7−b6；Pl44a2−bl）
そ こ で，行 相 の 説 示 は，本 頌 に 「事 〔と それ を知 る〕智 に は諸種 が あ り

， 〔それ らの 〕行相 が 〔その 〕相で

あ る e
一

切智性 は三 種であるか らそれらは三 種として望まれる （IV−1）亅とい われ る。「事」を所縁 とす る四

諦等で ある が，そ れ を知る の が そ の 「種」で あ る。よ く知 られ るそ れ らの 「行相」が 「相」 と名づ け られ，
そ の 中，一

切智の 行相 は 二 十七 で ある 。 こ れ が本頌 に，「無 とい う行相 か ら不動とい う行相 ま で の 〔各〕諦

に 各々 四 つ あ り道 〔諦〕 に 十 五 と説 く（IV−2）」 と い わ れ る。
その 中で，苦諦 に対 して 四 で あ る 。 ［1亅無，［2】等 しい こ と，［3】離 れ た もの，［4」屈 しない もの とい うの は，
そ の ような 行相で あ る か ら，まさ に その 波羅蜜多 で ある 。 田 「虚空 は 存在 しない 」の で あ り，虚空の よ うに

色 等 も また 存 在 しな い もの で あ る 。「2］「一切法 は 認 識 さ れ ない 」 とい うの は ，楽 と苦 が 等 し い こ とで あ っ

て ，あ る典籍 （gzhung　kha　cig ）に は 「無等等性 （mi 　mnyam 　pa　dang　mnyam 　pa　nyid ）」 と あ る。無等 と い う

の は苦 〔の 行相〕 につ い て で ある が，そ 〔の
一
切法 は 認 識 され ない とい う点で〕は等しい とい う意味 で あ

る。［3］「畢 竟 空性 」 は，我 と本性 に よ っ て，空 性で あ る 。 ［4］損 な うもの と い うの は，苦 に よ っ て 損なわ れ

る と き に説か れ る の が 我 で あ る が，「屈 し な い 」 とい うの は 無我 で あ る 。 そ の よ うな行相で あ る か ら，屈 し

な い とい う波羅蜜多 で ある 。

一
切法を損ない ，そ して 損なわせ しめ るそ の 無所縁 は認識 され な い か らで あ

る 。

MK は ここで，「楽 と苦が 等 しい こ と」 と述べ て い るが，これ は先 の AAKV ，　 SU と同様 の 説明

で ある 。 なお，こ こで引用 され る経文は 「等 しい 」 と い う語が ない こ とか ら，ASPA を引用 し

て い る もの と考えられる 。 こ の こ とは，「無等等」（ASPBIS ）を異本 として扱 っ て い る点か らも

裏付け られるだ ろ う。 また，AAV 等 にみ られた伝統的 な十六行相理解 に関 して は，はじめの 無

常に つ い て は説明が ない もの の ，［2］苦，［3］空性 ，［4］無我 を挙げて い るか らその 影響 を受 けて

い る もの と考えられる 。

4．3　ま とめ

　まず，上記の 注釈書にお ける引用経文 とい う点に 関 して，AAA ，　SU は ASPBIS を引用 して い

るが，MK は ASPA を引用 して い る 。
つ ま り，　 MK が こ こ で 底本 と して見て い るテ キス トは，

AAA ，　SU が見て い るそれ と異本 と考え られる 。 それば か りで はな くMK は，　 AAA と SU が見

て い るテキス トで ある ASPBIS を異本 として扱 い ，その 存在 を知 っ て い なが らも ASPA の 方 を

採用 して い る こ とに なる 。
つ ま り，諸 ASP 釈文 に お い て 第二 行相 に 関 して 「無等等」に つ い

て言及す る の は AAA と MK の みで ある 。 またその 中，　 MK は 「無等等」の 経文 を異読 と して

扱 っ て い る こ とは 先に引用 にて示 した とお りで ある 。 しか しなが ら，MK にお い て ア バ ヤ
ー

カ

ラグ プ タは異読と して の 「無等等」を挙げなが ら も，そ れ を退ける こ とは な く， 自説に とりこ

みなが ら説明を加えて い る 。 た だ し，ハ リバ ドラが AAA にお い て 「無等等」に対する解釈か

ら 「不生1 を導 くの に対 して，ア バ ヤーカ ラグプ タは 「無等と い うの は苦 〔の行相〕に つ い て
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で あ るが，そ 〔の
一

切法は認識 され ない とい う点で〕は等 しい 」とだけ述べ る 。

　さて ，
SU で は 「無等等」 へ の 言及は無 く，　 SU の 釈文中で あげ られる ［1］か ら ［4］の 行相の

中，［2］「等 しい こ と」は現存する ASP には見出す こ とがで きない 。 漢訳 を参照す るこ とで異

本の 存在 も想定し得るが 現存する ASP で は ， 「無等」← ASPA ）と 「無等等」（＝ ASPB ！S）の

い ずれか で ある 。 こ こで の SU にお ける四種の行相 は SM と同一
で ある こ とか ら， ラ トナーカ

ラシ ャーン テ ィ は ［1］か ら ［41まで の行相に 関して AAV ，　 AAKV そ して 自著 である SM での定

義を， SU に適用 させ た もの と考えられる 。 ただしそこ で 適用 されたの は項 目の み で あ り，そ

れ ら各々 を釈 す際 には ASPBIS の 経文に依拠 して い る 。 それに よ っ て，そ こ で 行相の 項 目名と

現存する ASP との経文 との 間に差異が生 じて しまっ て い る 。

　なお，AAA は第二 行相に つ い て ，「無等等」の経文を引用 しなが らも， 「不生」とい うこ とを

強調する 。 こ の 点にお い て ハ リバ ドラ の 立場は，AASV ，　 AAA ともに
一

貫した もので あ り， か

つ 先 に確認 した よ うに，経文に存在 しない 「不生」の語を定義と して用 い る前提として，AAV

によ る十六行相に対する伝統的理解があっ た もの と推定され る 。 また，ハ リバ ドラが第二 行相

を 「不生」と定義した経緯を辿る と，項 目名の み をあげる AASV の前提 として，　 AAA に述 べ

られ る 「不生」に対する理解が先行 して い た と考え られ る 。

5 考察とまとめ

　本稿 で 得 られた結果 に基づ い て ，特 に現存注釈書類が依拠 した テ キス トに つ い て まとめ る と

次の よ うになる 。

　 　　 　 　 　 　　 【表 2】現存 テ キス トと現存注釈書が依 拠 し たテ キス トとの 比較

AA の 影響 現存テ キス ト 現存注釈書

無 PVSPK
PVSP 系統

有 PVSPS ！T AAV ，　 AAKV ，（AASV ，）SM

無 ASPA （MK ）
ASP 系統

有 ASPB 〆S AAA ，　 SU

　ASP 系統で は，　 ASPA は 173行相と法数の総数，また タームが 異な り，両者の
一
致が 困難で

ある 。

一
方で ASPB は 173行相 を満た して お り，こ の こ とか ら法数を合わせ る ため の経文の改

変 付加が な され た こ とが想定 され ， か つ ASPA を考慮する と不要 な経文が幾つ か削除 され た

もの と考えられる （本稿末尾 の付記 を参照）。 こ の 点か ら，ASPB と一致する ASPS は，　 AA の

成立 を前提 とする こ とになる 。 こ の こ とは ， 当然の こ となが ら ， AA が注釈対象とした PVSP 系

統の成立 をも前提 とす る こ とに なる 。 つ まり，ASP は，
一

度全体像が まとまっ た （≡ASPA ）後

で，AA の思想 ・教理 を ASP に まで相応 させ よ うとする流れ にそ っ て，経文が再編された （＝

ASPBIS ） こ とになる 。 以上の こ とは ， チ ベ ッ ト語訳 に 2 種の 系統の ASP が現存 して い る こ と

に基づ き明確化 され る 。 ASPA と ASPB との 間における第二 行相 の 記述の 相違 に関 して こ の よ

うな背景 を考慮す る と，次の ような経文改変の 経緯が想定 される 。

　 （1）rnnyam 　pa　ma 　mchis 　pa　 　 ＋ 　 　 （2＞mnyarn 　pa　nyid 　 　 ＝　 （3）mi   yam　pa伽 g   yam　pa　nyid

　 　 　 　 　 （
＊ asarna ）　 　 　 　 　 　 　 　 （sama 鋤 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （asanasamata ）

　 　 　 　 ASPA 　　　　　　　　　　　　　　　　PVSPWSrr 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ASPB ／S
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略号表

AA

AAA

AAKV

AASV

AAV

ADSP

ASPA

ASPB

ASPSDSP

MK

PVSPK

PVSPSPVSPT

SM

SSPK

SSPSSU
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’taηtkδra 一ρπ り擁＠ δ毋 η蔬’apα4ε詑i−∬σ∫∫π z．

二兵藤 2000；D3786 （Ka ）；P5184 （Ka）．

（Skし）Hahbhadra．肋 勉∫αη1αy跏 以 砌 如航 P吻 瀚 砂 η加 伽 y磁 y鳳 ＝ Tucci　l932 ；Wogihara

1932 −35．
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−−Praj

’
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顧 脚 ；
’P肋85P α 惚 ∫ 励 妙ψ ぬα 即 〃配 擁吻 ρα 魄 ｝ud 　stong 　pa

’i　bshadpa　mngon 　par　rtogs　pa”

rg ＞un 　gyi　snang 　ba　zhes 　b）u 　ba．　D3791 （Cha ），　P5189 （Cha）．
＊Vimuktisena ；Rnam 　par　grol　ba

’i　sde ，＊Aりu −Pα扼cαソご纏磁 5盈 α5欣 δ「ρrの噸ρ召鯢 碗 ∫のα48‘磁 σ∫∫
一

祕 砺∫翩 α弼 αη繭 アロ
ー航 r∫航一

りarttika ；
’
劭   ∫μ 伽 5 祕 頗 助 猟 ）〃岬 旗 ηρα ∫如 π9　Pん毋 9頗

shu 　tnga　pa
’
i〃 tan 　ngag 　gi　bstan 伽 S　mngon 　par　rtogS 　pa

’
囎 μ gy‘鹹 g　J〜祕 r み＞us 　pa

’i　rnam 　par
’
grel　pa，　D3788 （Kha），　P5186 （Kha）．

（Skt．）Haribhadra，肋 舳 α照 y記α脚 毋
一航 r勲 一菰 ∫鰡

一
vivrti ，＝ Amano 　2000．

（Tib．）Seng　ge　bzang　po，　Shes　rab 勺yipha　rol 　tu　ph）’in　pdi　man 　ngag 　gごゐ、ytan 　bcos　mngon 　par　rごog ∫

ρα
’
珪g）un 　ces　bya　ba’i’gret　pa．　D3793 （Ja），　P5191 （Ja）．

（Skt．）Arya　Vimuktisena，　Abhisamayditatrtka
−
ravrtti ．＝ Pensa　l967．

（Tib．）
’Phags　pa　mam 　par　grol　bゴi　sde ，＊A脚

一P α苑cαv伽戯 ♂∫融 α∫r砌 一
p吻 fiaparamitOpades

“
a 一

颪δ∫罐 襯 8〃 nayaga 敏 dra−vrtti ；
口
劭 鰹 ρα ∫儒 励 傾 ρんα 剛 覦 坤抑 pa　stong 　phrag　nyi 　sh ”　lngn

pdi 　man 　ngag 　gi　bstan　bcos　mngonpar 　rtogs 　pa
’i　rg．yan　gyi　

’
grel　pa 、　D3787 （Ka ），　P5185 （Ka ）．

埜 脚
一
α5麺dαぷα∫σんα∫π短 一prajhaparamita一几命 πα

一
配 α海σyσπα

一
∫面‘毋 ；

’
Phags　pa 　shes 　rab 　k），i　pha 　rol

tu　Ph），in　Pa 肋 「ぎb「9）nd 　stt）n9 　pa　thes伽 ba　theg　pa （rhen 　po　
’i祕 o ．　D 亜0 （Ka，　Kha，　Ga），　P732 （Ni，

Pi
，
　Phi）．

寧Arya一α5’α∫δんα∫r灰諏「ρ吻 海＠ σπ」ηπδ ；
’Phags　pa 　5hes π め kyi　pha 　rol 朗 phyin　pa　brg｝ud 　stong 　pa．

Fc：Phug　brag　No ．840，　K ： 蔵外 No．334 （東洋文庫），L ：London　No．64ス T：東京 （東洋文庫）

No ．31，
＊A脚

一
α5‘6Z∫δん【］sriha

−一
ρ砌 売  δ鯢 π i読 ，

’，Ph　agS 　pa　shes 　rab 　kyi　pha　rot 　tu　ph）iin　pa わrg ｝
，ad 　stong 　pa．

C ：Co　ne 　No．100L　D ：sDe 　dge　No．12，　Rh：Phug　brag　No．838，　Fb：Phug　brag　No．839，　N ：sNar 　thang

Nb ．13
，
　P ；Pcking （大谷大学）No フ34

，
　S ： sTog 　No ．15．

衂 σ∫励 a ∬ 緬 P砌 悔＠ 伽 η z娵 ．＝ Mitra　1888
，
　Wogihara　1932−35

，
　Vaidya　I960．

＊AりU −dα S
’
α 3δhasri

’
航 「prajhap啄ramia

’一伽 一maha ツσηα
一sabtra ；

厂Phag∫ pa 　shes 　rab 　k），i　pha 　rol 魏

phyin　pa　khri　ba　Zhes　b＞ti　ba　theg　pα　chen 　pa　
’
i　mdo ．　D11 （Ga，　Nga），　P733 （Phi，　Bi）．

埜 胆
一
α卿 ∫励 α∫r砌 「ρ砌

’
充勿 勲 〃磁 一vrtti　mannakaundi −ndima ；

’
劭   ∫ρα 5舵 ∫舫 紗ゆ肋 副 伽

phyin　pa　brg］ud 　stong 　pa
’f’8rel　pa　gnad　kyi　lla　ba

’i’od 　ces　b〕n 　ba．　D3805 （Da），　P5202 （Da）．
＊Pafica吻 鰄 3励 o ∫厂顳 一

ρ吻 苑＠ 伽 配 面 ；5伽 舫 煙 ρんα 剛 飯 ρ姻 η ρα 3婉 9 ρ  々 πyε∫伽

t配ga　pa、　D9 （Ka ，
　Kha

，
　Ga），

　P731 （Nyi，
　Ti

，
　Thi

，
　Di）．

Pαπcα v ’緬傭 蜘 5 漁 P吻ゆ 勲 勲 ．＝Kimura　198611990．
＊P6碗cαv’那諏 距3δhα∫r6たδ「ρπり

’
苑＠ δπ2η琵薦 ；Shes　rab　k［yi　pha　rol 薦 phyinρα stt）ng　phrag　nyi　sh配

lnga　pa．　D3790 （Ga ，　Nga ，
　Ca），　P5188 （Ga ，　Nga ，　Ca），

Rin　chen
’byung　gnas　zhi　ba，＊A わ痂3α瓰 αyδ’α那 δ々毋

一々
面r訛諏

一vptti　Suddhamatl−narma ；mngon ρα r

厂togs　pdi 　rg．yan 　gyi　tshig　ldur　b）us 　pdi 　
’
grelpa　dag〜dan　zhes 　b）u 　ba．　D3801（Ta），　P5199 （Ta）．

＊Sαtasbllas 「f緬 一P πη碗ゆ δη 研 ’f百 ；Shes π め kyi　pha 「ol　tu　phyin　pa　stong 　phrag　brg）u 　pa．　D8 （Ka ，

Kha
，
　Ga ，

　Nga
，
　Ca

，
　Cha

，
　Ja

，
　Nya

，
　Ta

，
　Tha ，　Da ，

　A ），
　P730 （Ra ，

　La
，
　Sha

，
　Sa，　Ha，　A ，　K5a，　Ki，　Khi，　Gi，

Ngi，　Ci，　Chi，　Ji）．

6磁 3δ肋 ∫激 8−P吻吻 aramita．　Matsunami　No．382，　No ．384 （東京大学）．

（Skt．）saratama
−
、＝ Jaini　1979．
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　　　　　　　　　　一 『現観荘厳論』注釈書 に引用 され る 『般若経』
一

　　　　　（Tib，＞Rin　chen
’byung　gnas　zhi 　ba，＊オ耽yδ5蘚5盈 α∫r‘航 ッ 吻 充ゆ δ雌 η露読 ッ α皹∫たδ 覦 r∂躍α禰 一

η伽 η ；

　　　　　
’IViags　pa　shes 　rab 　kyi　pha　rot　tu　phyin　pa　brg｝ud 　stongpa

’
i　dkd ‘

gret　snyingpo 　mchog 　ces 　b）u 　ba，

　　　　　D3803 （Tha），　P5200（Tha）．
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注

（1） 「T， は梵本 と同 じ く，弥勒造 の 現観荘厳論に よる科判 を本文中に挿入 して お り，そ の 意味で 丹殊

　　　爾 （論部）に属する もの とされ て い るの で あ る 」 （Kimura　1986，　iii）。上記引用中の T
、
は本稿で

　　　の PVSPT を指す 。

（2） 2 種の系統とは 『現観荘厳論』か らの 影響に よっ て 経文の 増広 を受けた後の系統 （扁 現存　Nepal

　　　系梵本 『八千頌般若経』）と，それ以前の系統の 2種である 。 つ まり，現存 Nepal系梵本 は，　AA

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 57 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

一 『現観荘厳論』注釈書に引用され る 『般若経』一

　　 の体系との 関連付けの ため に経文の 増広がなされた後の テ キ ス トで ある （拙稿 2009 を参照）。

（3）　 こ の 173行相を，don　rnam （対象行相）と shes ・rnam （認識行相）と い う二 つ の 概念 で 分類す る

　　 とい うチ ベ ッ トの伝統に つ い て は ，谷口 （2002，83−99；2006＞に よっ て 指摘 され て い る 。

（4）　173 と い う総数が AA 自体に 明記 され る こ とは なく，それ は アーリ ア ・ヴ ィ ム ク テ ィ セーナの

　　 AAV に次 の よ うに 明示 され る 。 「それ らすべ て をひ とつ に まとめ る と，173行相とな る の で ある」

　　 de　dag　tharns　cad 　gcig　tu　bsdus　na 　rnam 　pa　brgya　bdun　cu 　rtsa　gsum　du　’gyur　ro 〃 （D3787（Ka）127b6；

　　 P5185（Ka）150a6）

（5） AA 第四章の釈文にあた る （AAV ．　D3787 （Ka）119a7− 128a4；P5185 （Ka ）139b4F150b5 ）。

（6）　Subhatir　aha ； samata −paramiteyarP 　Bhagavan　yad　uta　prajfiapfiramita・BhagavEn 　aha ：

　　 sarvadharm 麺塑 型垣一samatEm 　upEd 亘ya．（PVSPS ，　Kimura　1990，1）

　　 ス ブー
テ ィ は言 っ た 。 「世尊 よ，こ の 等 しい こ と と い う波羅蜜多は まさに般若波羅蜜多で ある」

　　 世尊は言 っ た。「
一

切法 は認識 されな い こ と （不可得）に等 しい か らで ある」

（7）　漢訳 は，PVSPK と近 似 する （経文中 の 下 線引用 者，以下同様）。

　　 『放光般若經』等品第四 十五 （『大正新脩大蔵経』 （以下 ，『大正蔵』）No．221，　vG1 ．8，　68a22−69a24）

　　 「世尊。 波羅蜜等 。 答言 。 諸法等故 。 （68a24−25）」

　　 『摩訶般若波羅蜜經』遍歎品第四十四 （「大正蔵』No ．223
，
　voL8 ，311cl5−313a25）「世尊。笠波羅

　　 蜜是般若波羅蜜 。 佛言 。 諸法等故 。 （311c18− 19）」

　　 『大般若波羅蜜多經』第二 分不可得 品第四十 二 （『大正蔵』 No ．220（2），　 vol ．7，202a12−204a3）「世

　　 尊。如是般若波羅蜜多是平等波羅蜜多 。 佛 言如是 。 以
一

切法性平等故 。 （202a15 − 16）」

　　　 『光讃般若經』は完本 で は な く，当該箇所 を欠 く。 また漢訳 で は，173 種の 行相が説示され る

　　 箇所は，各 々 経典中の 一つ の章 （品）を構成 して い る。なお，漢訳注釈参考と して ，『大智度論』

　　 諸波羅蜜品第四十 四 （『大正蔵』 No．1　509，　vol．25，518b2−522a5）で は 「經　世尊。 等波羅蜜是般

　　 若波羅蜜。佛言 。 諸法等故 。 （518b4−6）」「論　菩薩得法忍 。 觀一切法皆平等 。 是故説
一

切法等

　　 故。言等波羅蜜、（518all−13）」とする 。

（8） PVSP に お ける定型句は次の とお りで あ る 。

　　 ス ブ ー
テ イ 「x 波羅蜜多 ； 般若波羅蜜多で あ る」

　　 世尊 「y で あ る か ら」

　　　 以 上 の よ うな ス ブーテ ィ と世尊 に よ る 問答形式 は，PVSPKtl
’
1Sの 他に，　 DSP ，　 ADSP ，　 SSPK ！S

　　　も同様である 。

　　　 ASP の み は，世尊に対する ス ブーテ ィ独 りの 発言とな り，定型句の 形式が異な る もの の ，　x と

　　 y を具 えて い る点で そ の
一連の文脈は，PVSP 系統と同

一
とい える。

　　　 ASP に おける定型句は次 の とお りである 。

　　　ス ブー
テ ィ 「y で ある か ら，x 波羅蜜多で ある」

（9） Obe   iller（1933，9−11）を は じめ として ，真野 （1972，13−15），（兵藤 2000 ，8−16），特に谷口

　　　（2002 ，
15−43）に従来の 研 究 史を含め 論 じ られ て い る e

（10） AASV が こ の ような伝統的な十六行相説を踏襲 して い る こ と に つ い て は，谷 冂 （2002，229）を

　　　参照 。

（ll）　parijfiEta−tri−sarvajfiato 　vaSitvmharP 　punab　sarvalcfira−mErgga −vastU −jfiana−sarpgraherpa　tri−sarvajfiatarp

　　　bh五vayatiti 　sarv 副伽 「哀bhisaTTibodhim　aha　L
　　　vastu −jfiana−prakarapa1P 　akEra　iti　lakasagarp！

　　　sarvajfiatEnaip 　traividhyat　trividhi　eva 　te　matE 　11　1　ll
　　　iti　 I　 nityfidi −gr面haka−vipak 寧asya 　pratipak寧a−dharmmat巨一svabh 亘vEnEm 　anity 誕dy一翫lambana−jfiEna−

　　　prakhra皐血m 　akdratvena　vyavasthapanarp 　lak寧arpan　1　te　ca　tri−sarvajfiata−bhedat　tri−prak乱ra 　eva 　mata 　iti

　　　［samanyen 盃kar亘n 　nirde 蠢yedan珈 vi ≦esen 石ha　l
　　　asad 一欲 訂 a皿 9rabhya　y葱van 　ni6calat蓊k亨till　［

　　　catv 轟rall　prati−satyan 　te　mirgge 　paficadaSa　sm ；tE　ll　2　II
　　　iti　I　tatra　sarv勾f重atadhik 酊epa ［1］asad 　［2］anutpada ［3］viveka ［4】anavamardaniya ［5］apada ［6］aka6a

　　　［7］apravy 蝕 蚕ra　［8］an巨ma ［9］agamana ［10］asarphirya 　［11］ak 串aya ［12］anutpatty −akara　 dvada惷a
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一

　　　 yathakrarnam−anity 匹di−1欲 噸 dψ  adi−satya −traye（Amano 　2000
， 54）

　　　拙訳 に際 し，真野 （1972 ，
169−70 ）と谷 口 （2002 ，

229−30）を参照 した。

（12） 兵藤 （1984，
11）は，ハ リバ ドラ で はな く 「Arya−VimUktisenaよ り後で，　 Ratnakara≦fintiの 前後

　　　 まで の ， 特 に Ratnakaragantiに時代的に も思想的に も近い 人物 （彼 自身も含む）の 仕業ではな い

　　　 か と考えられる」 とまとめ て お られる 。

（13） 現行梵本 で は ［2］asamasarnatE −paramiteyaip　Bhagavan　sarva −dhamanupalabdhitaln　upadaya 　］（ASpS ，

　　　 Mitra　1888，205．1−2；Vaidya　1960，　102．6；　Wogihara 　1932−35
，
婀 5）で あ る が，写本に は asalnas   ata−

　　　 paramitGyaip　Bhagavan　sarvva −dha  manupalabdhi −samatam 　up 記 即a　kChandra　1981
， 106b7）とも

　　　あ る 。 こ の場合 で は 「世尊よ，これは 【2］等 しくない こ と 及び等 しい こ と （無等等）とい う波羅

　　　蜜多で ある，一切法は認識されない （不可得）こ とに等しい か ら」 とな り，ASPB と
一
致する 。

（14） 漢訳は，以下 の よ うに一様で はない 。

　　　『道行般若緻 「笠波羅蜜者於諸法悉平等。（『大正蔵』No．224，　vol．8．444a17）」 ＝PVSPKXTIS

　　　『小品般若波羅蜜經』「世 尊。 正波羅蜜是般若波 羅蜜。諸法平等故 。 （『大 正 蔵』No．227
，
　 voL8

，

　　　553a26−27）」＝PVSPKrTIS

　　　『大般若波羅蜜多經』第四分 「是爲無等波羅蜜多 。 以
一

切 法不可得故 。 （『大正 蔵』No ．220（4），　voL7 ，

　　　805a9− 10）」 ＝ASP！い 『大般若波羅蜜多經』第五 分 「是爲正等波羅蜜多。以
一
切法性平等故。

　　　（『大正蔵』No．220（5），　vol ．7，　887a29−b1）」 ＝PVSPKIr1S

　　　『佛母出生三 法藏般若波羅蜜多經』「無等等波羅蜜多。是般若波羅蜜多一切法不可得故 。 （『大正

　　　蔵』No ．228，　voL8 ，619b17− 18）」 ；ASPBIS

　　　　以上 の よ うに，『道行』『小品』 『五会』は PVSP 系統の 「等」 と
一

致し，『四会』の み が ASPA

　　　と一致 し，『佛母』の み が ASPB 〆S と
一致する 。 なお，『摩訶般若鈔經』は完本で は な く，当該箇

　　　所を欠 く。 また 『大明度無極經』は当該箇所を見出すこ とが で きない 。

（15） parijfiata−t・i−sarvajffata −vaSit ・iirtharp　punab　sarv
’akdra−mfirga −vastu −jfiana−saip9 ・aheqa 　ni−sarvajfi ・tatp

　　　bhavayatfti　sarv
’
瀏k五rabhisambodho 　vaktavya り．　tatra： tava皿 nity’adi−grahaka−vipak 串asya 　pratipak窃a−

　　　dharma−svabh 亘van 五m 　 anity
’

亘dy一烈ambanarji 洫 a−prak五r盃項m 　 akfiratvena　vyavasthanarp 　 s巨m 百nya −

　　　1akSagaTp　jfieyam・ato 　nirvastuk
’
EkEra−doSo　neha 　vijF皿 bhate，　 te　c’ akaras　tri−sarvajfiata −bhedat　tri−

　　　prakar匪　eva 　mata 　iti　grahya！p．　tath翫c6kta 甲：

　　　vastu −jfia皿 a−prakdrap51P蕊  ra　iti　lak墨a4arp

　　　sarvajfiatdnarP 　traividhyEt　trividhE　eva 　te 皿 atまb　ll　iti．（1）

　　　tatra：　 catvEry 吾rya −saty 蚕ny 　 adhi 写典ana卑 krtv謖 tri−sarvajfiat五
’dhikare4a　 yasmin　 satye　 yEvanto

　　　bhavanty　訓（盈 as　t洫 　paridipaya皿　sarvajfiata
’dhikareqa　tavad　aha：　elnm 　ulte　慶yμ5η 1δπ　5諺わん碗 ごr

　　　Bhagavantam　ity一五d孟・［1］asat 一
ρδrα規 ’≠6＞質ηz　itiδ航 ∬α∫））6va　nitya −r訌pepδ∫鷹 観 配 avid ）ロ m δnatam 塑 σ6痂）o

　　　hetu−kptyasad　anity
’akara　ity　 artha 尊．　［2］asαmasamateti 　satva −dhannanupalabdher　iva　 samatErn

　　　anutPadatam 賜ρζ7伽 d蜘
’
副lcfiro’ny ’akdra−visadrSatventisamo ’

tulyab ．　sa 　tattvaむsam αta
’
nutP 翫dab．

　　　［3］vivikteti 　atyantena 廿6ayen’atmanab 　51亘η卿 δ配 　ゆ δ壷 ＞o 　§Ony’百kara−gup
’
巨v 曲 akatvena 　vivekab ．

　　　［4］anavamrdy6ti 　sarva 一助 αηηクη翩 五tmatven伽 μρα勧 4乃瀬 η3 ゆ δ伽 sarva −timhikfis亘dh訌rarpatvEt

　　　血 thikakopyatvenanatm
’
蝕 融 o 　

’

navamardaniyah ．　 tad　evam 　田 asad ｛2］anutpada −［3］viveka −［4亅

　　　anavamardanly
’akardS　catvEro 　yath臨 【pkhyam　 anity

’lidi−lak興 a　duhkha−satye　bhavanti， （Tucci

　　　1932
，285ユ6−286ユ7；Vaidya　1960，415．1−16；Wogihara　1932，445．11−446 ．4）．

（16）　［73亅贏k瓢fa無saprayogaSca 　gu4訌do寧麺 salaksa 寧fi」頃l
　　 mok5anirvedhabhEgiye 　gaikSo’vaivartiko 　gapa尊「I　I−1211
　　 samatE ［74］bhava蠢Entyog　ca　k5etra爵uddhir 　anuttarE 　l
　　 sary5kEribhisa 皿 b・dha　esa 　sopayakaushlalj 　ll　1−13　II
　　 akdrah

，　prayOjapab，　gupah，　do§all，　lak寧O早atii，　mok 孚abhagiyarp ，　nirvedhabhagiyarp ，　avaivartikasarpgha り，

　　 salpsara −nirvala −samat 巨，　 buddhak号etrapariSuddhih ，　 up 亘yakau≦alalp 　cety 　ekfida ≦avastUni

　　 sarv 酉k屡r直bhisambodhaりlyathδdde蠢裂甲 nirde ≦at　prathamata 衷k訂 即巍甲 nirde ≦a酬

　　 【75】vastu −jfid洫 a ・prakarap五m 　akEra 　iti　lak爭a4am 　i
　　 sarvajfiatEnErp 　traividhy羅t　trivividhE 　eva 　te　mat 亘皐！l　IV・111

一59 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

一 『現観荘厳論』注釈書に 引用 され る 『般若経』一

‘
vastゴ　百lambaOa項 catu聖1satyadi　l　tasya °

jfi翫na   　l　tasya ‘prakdr翫tゴ　1　yaih　prak訂 ais　tat　parikSepah
te爭巨lp

‘akEra’iti　1ak写arpatvEt 　I‘sarvajfiat 酉皿 alp
’
iti　j五tau　bahuvacanam　l　sarvajfitaya 　ity　artha 睡［katha甲

tasy瓦s　traivi＄yam ？sarvajfiata 　rn五rgajfiat 翫　sarv 盃karajfiatzl　ceti　1　tatradau　sarvajfiatakarall　saptaviTpSatih
l§巨stram −

［76］　asadikfim 　arabhya 　y巨van 　niScalatEkrtih 　1
catvErall 　prati　satyaq1 　te　m5rge 　paficadaSa　s皿 ；tfill　ll　IV−2　11
asatparamit6 ）um

　iti［1］asadakar 盈tn　arabhya　y盃vad 　acalaparamiteyam 　ity［27ユacalakarfib 　1　te§u 　carvhrag

catv 藏ro　dubkha−samudaya −nirodha −satye §u　parivi寧垣b　l　paficada忌a　m 蚕rga −satye ！asadakErapEramit 巨

lasatpdramit五　l　 evam 　u 賃ara 　 api 　 sarv 的　l　 tatra　d晦khe　catvArab 　［11asat−［2］samat 温
一
［3］

vivikta −［4］anavamrdya 　I［1悔為δ血一samat 伽 1　 iti　l互kaSavad −rOpader 　 asatt 亘m 　I　 yath巨 try−ak誌 asya

rUpidravy 盃bh五vo 　lak串ai）arp　tatha　nip琶（  5叩　　svalakSa 卩窃bhava転　1　［2］scmudharm δn”pαlabdhi−

5α呶 伽 iti　 I　 sarvadharmanupalabdhir 　 eva 　 su   a−duhkhayoh　 samata 　 l［3］at）刪 α鋤 弼 伽

iti　 t　 pudgalena　svabh 百vena 　ca 　sonyatfim　ity　arthah 　1［4】badhaka叩　dubkharp　 b匪dhyatvfid

ava 町 dya 五tm 五 Ianava町 dya’natma 　I　tad 欲 盃ratv翫t　anavamr め仰 伽 〃ゴ’δ Isaruadharmaeiirli
bEdhyab亘dhak訌namanupalabdhitEip 　niruJpala 〃 め 伽 δ皿 ［up 記 冨ya亅1（Jaini　1979，

　83，20−84．24）1−12偈 の

前の釈文は テ キ ス トに 欠 く （Jaini　1979，　S3．note2 を参照）。

付記

　本稿で とりあげた 173 行相中の 第二 行相の 例 の み に よ っ て
， 『般若経』 と 『現観荘厳論』 の 影響関係

を論ず る こ とは出来ず，また こ こ で は紙幅の 都合上，173行相の 用例全て を示 し得なか っ た。口頭発表

時には ，「ASP （Tib．A ）一（Tib．B）一（Skt，）対照テ キス ト」，「三智の 行相対照表」 を配布 した 。 前者 はt三 智 の

行相に 関する ASPA ，　ASPB ，　ASPS の 対照 テ キ ス トで あ る 。 後 者 は，同 じく三智の 行相に 関する定義を

ASPA ，　ASPB ，
　ASPS

，
　DSP

，
　ADSP

，
　T220 （2），

PVSPK
，
　PVSPT

，
　PVSPS

，
　SSPK ，　AAV ，　AASV よ り採取し，表に

まとめた もの で ある 。 これ ら二点に基づ い て ，173行相に 関して諸 『般若経』 を比較すると，SSPKIS，

PVSPK ，　 ADSP ，　 DSP ，　 ASPA は三 智の 173行相と
一

致 しな い 。

一
方 で

一致 して い るとい い 得る の が

pvsps ／r と ASPB ！s の み で あ っ た。以 下に所在の み で ある が 示 して お きた い 。それ ら対照 テ キ ス トと

訳注研究 につ い て は他 日に期 した い
。

ADSP ：

ASPA ：

ASPB ：

ASPS ：

DSP ：

PVSPK ：

PVSPS ：

PVSPT ；

SSPK ：

SSPS ：

T220（2）：

D10 （Kha）86a1−92b4，　F9［＃834］（Kha）162a2− 171bスL247［69］（Kha）172a6−180a6 ，
　P732 （Pi）

78b8−84b6，　S13 （Kha）179a5−1891〕4，　Tl1 （Kha）167a8− 175bL

Fc11 ［＃840］ （Ka ） 150a1−152a6
，
　 K113a8 −115a5，　 L647［110ユ（Ka） 144a7− 146a7，　 T31 （Ka）

135a3−137a4．

C1001 （Ka）155b8− 158a6，　D12 （Ka）114a6−116a2，　Fa11［＃838］（Ka）175b3−178a5，　Fb11［＃839］

（Ka ）150b7−153b2 ，　N13 （Ka）181a4−184a2，　P734 （Mi）122b8− 124b7，　S　15（Ka ）158a6− 161a2．

M204 ．19−207．17，　VIO2．5−10312，　W445 ．5−457．8．

D11 （Nga）211a4−215a4，　FIO［＃836］（Ka）289a6−294a5，　L644 ［102］（Kha）18b7−23a6，　P733 （Bi）

125b5−129b6，　Sl4（Kha）20bl−25b4，　T30（Kha）20a1−25b6．

D9 （Kha）217al −222bl ，　F8 ［＃8311 （Ga）24a3−31b3，　L645［105］（Ga）21a2−27a3，　P731 （Thi）

3a6−8b8，
　Sl2 （Ga ）49b5−58a2，　T10 （Ga）40a8−48b4．

Kimura　1990，1．

D3790 （Nga ）169a7− 175a2，　P5188 （Nga）194b7− 195a3．

D8 （Nya ）341b2−348a3，　F7［＃823］（Da ）212a7 −221a7，　L9 ［25］（Da ） 155al− 162bl，　P730 （Gi）

92a6−96b8，　S9 （Da ）181b1−189b2 ，　T9 （Da ）165b6−173a7．

No．382　fol．293b9−296a7，　No．384　fel，353b7−356al．

『大正蔵』vel ．7，　202a12 −204a3．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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